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国民健康保険事業勘定

介 護 保 険 事 業 勘 定

と 畜 場 事 業

老 人 保 健 医 療

泉 津 財 産 区

野 増 財 産 区

差 木 地 財 産 区

砂 利 採 取 事 業

水 道 事 業

町 税

地 方 消 費 税 交 付 金

地 方 交 付 税

使 用 料 ･ 手 数 料

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

繰 入 金

諸 収 入

町 債

そ の 他

合　　　計

7,251,279 
1,363,810 
627,247 
1,550 

972,300 
23,141 
3,781 
19,355 
6,726 

543,728 
3,561,638 
10,812,917 

5,275,038
814,825
490,176

36
759,428
15,988
3,586
11,355
6,727

517,839
2,619,960
7,894,998

6,527,004 
1,216,401 
559,071 
1,181 

786,032 
4,058 
2,109 
8,320 
4,005 

440,639 
3,021,816 
9,548,820 

72.7
59.7
78.1
2.3
78.1
69.1
94.8
58.7
100.0
95.2
73.6
73.0

90.0 
89.2 
89.1 
76.2 
80.8 
17.5 
55.8 
43.0 
59.5 
81.0 
84.8 
88.3 

会計別予算執行状況 平成17年3月末現在（単位：千円）

一般会計科目予算執行状況 平成17年3月末現在（単位：千円）

（単位：千円）

※執行率が収入率を上回っているものは、現金が不足しているため、他会計及び一時借入金により
　現金運用している状況です。また、一般会計には前年度繰越事業が含まれています。           

会　　計　　名 予 算 額 収入済額 支出済額収入率 執行率
一　般　会　計

合　　　　計
小　　計

特　
　

別　
　

会　
　

計

歳
入
（　

）
内
は
予
算
額
に
対
す
る
収
入
済
額
の
割
合

962,267  （96.2）

114,654（100.0）

1,624,469（100.0）

166,871  （85.1）

398,216  （62.6）

691,864  （43.3）

64,250  （49.6）

365,868  （91.8）

533,200  （47.3）

353,379  （83.2）

5,275,038  （72.7）

1,000,058 

114,654 

1,624,469 

196,108 

636,482 

1,598,470 

129,511  

398,733 

1,128,000 

424,794 

7,251,279 

収　　入　　済　　額 予 算 額

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

合　　　計

歳
出
（　

）
内
は
予
算
額
に
対
す
る
支
出
済
額
の
割
合

868,145  （94.3）

977,357  （79.5）

713,888  （86.1）

249,459  （79.0）

356,440  （93.4）

667,904  （95.1）

245,547  （80.9）

1,507,570  （93.3）

860,019（100.0）

80,675  （86.9）

6,527,004  （90.0）

920,669 

1,229,656 

828,688 

315,748 

381,816 

702,554 

303,657 

1,615,588 

860,060 

92,843 

7,251,279 

支　　出　　済　　額 予 算 額
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財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
災 害 対 策 基 金
公 共 施 設 整 備 基 金
水 道 事 業 減 債 等 基 金
土 地 開 発 基 金
高 齢 者 福 祉 対 策 基 金
元 町 小 学 校 基 金
差 木 地 小 学 校 基 金
図 書 館 基 金
噴 火 災 害 対 策 基 金
教 育 基 金
花と緑のまちづくり基金

小　　　計
国民健康保険事業運用基金
国保診療施設運用基金
介 護 給 付 費 準 備 基 金
財 産 区 財 産 管 理 基 金
砂利採取事業環境整備基金

小　　　計
合　　　　計

203,148
191,621
5,746
19,665
11,630
67,794
735

16,995
38,509
22,500
503,161
61,348
64,126

1,206,978
656

72,997
6,387

152,149
4,944

237,133
1,444,111

84
58
3
4
4
21
1
6

400
23
110
18

732
1

7,525
71
108
7,705
8,437

17,001
6,428
22

4,634
10,034
64,126
102,245

72,997

14,000

86,997
189,242

203,232
191,679
5,749
19,669
11,634
67,815
736
0

32,481
22,501
498,637
51,332

0
1,105,465

657
0

13,912
138,220
5,052

157,841
1,263,306

各種基金（積立金）の状況 （単位：千円）

名　　　　称 15年度末現在高 16年度末現在高見込額
16年度中増減見込額

増加見込額 減少見込額

一　
　

般　
　

会　
　

計

特
別
会
計

区
分

庁 舎
福 祉 施 設
社会福祉法人貸付金
衛 生 施 設
診 療 施 設
農 林 水 産 業 施 設
観 光 施 設
道 路
河 川
町 営 住 宅
消 防 施 設
教 育 施 設
火 山 博 物 館
学 校 給 食 セ ン タ ー
教職員用住宅用地取得
伊豆大島ほっとセンター波浮取得
空 港 拡 張 推 進 事 業
旧 北 部 診 療 所
減 税 補 て ん 債
臨 時 税 収 補 て ん 債
臨 時 財 政 対 策 債
そ の 他

小　　　計
水 道 事 業

小　　　計
合　　　　計

239,308
8,044

176,940
398,760
847,100
338,136
711,890
1,282,650
87,994
535,477
249,089
481,570
28,232
82,885
21,083
153,000
582,815
130,154
291,242
58,947
572,700
19,906

7,297,922
1,804,473
1,804,473
9,102,395

60,000
27,000

60,000

124,800

456,500

187,100

235,200

1,150,600
56,700
56,700

1,207,300

28,788
1,049
18,258
50,069

22,647
88,168
177,789
3,544
41,233
1,478
35,350
6,748
7,767
1,646
8,438
38,329
11,593
179,612
3,667
620
3,402

730,195
78,597
78,597
808,792

270,520
33,995
158,682
348,691
847,100
375,489
623,722
1,229,661
84,450
494,244
247,611
902,720
21,484
75,118
19,437
144,562
544,486
118,561
298,730
55,280
807,280
16,504

7,718,327
1,782,576
1,782,576
9,500,903

部門別地方債現在高の状況 （単位：千円）

名　　　　称 15年度末現在高 16年度末現在高見込額
16年度中増減見込額

増加見込額 減少見込額

一　
　
　

般　
　
　

会　
　
　

計

特
別

会
計

区
分
（ 1 ）
（ 2 ）
（ 3 ）
（ 4 ）
（ 5 ）
（ 6 ）
（ 7 ）
（ 8 ）
（ 9 ）
（10）
（11）
（12）
（13）
（14）
（15）
（16）
（17）
（18）
（19）
（20）
（21）
（22）

（ 1 ）
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大
島
町
ご
み
対
策
地
域
協
議
会

委
員
・
推
進
員
の
ご
紹
介

不
法
投
棄
が
あ
り
ま
し
た
。

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
仮
称
）

が
完
成
し
ま
し
た
。

環
境
保
護
条
例
へ
の
協
力
が

成
さ
れ
ま
し
た
。

護
美
護
美
を
考
え
る
第26号

ご
み
を
か
ん
が
え
る

　

推
進
員
名

山　

田　

仁　

子

内　

藤　

康　

男

兼　

子　

慶　

子

飛　

鳥　

ふ
さ
ゑ

柳　

瀬　

信　

代

橋　

本　

博　

之

冨　

樫　

由
美
子

川　

島　

美
恵
子

川　

島　

恵　

子

大　

野　

早　

苗

坂　

下　

や
す
江

高　

橋　

あ
い
子

福　

本　

佳
代
子

山　

下　

由
美
子

福　

本　

久　

枝

金　

森　

な
ほ
み

金　

森　

六　

美

田　

中　

糸　

江

谷　

口　

ア
サ
子

白　

木　

和　

子

田　

端　

綾　

子

白　

井　

藤　

乃

林　
　
　

喜
代
子

寺　

下　

智
佐
代

中　

村　

サ　

キ

羽　

深　

ま
す
子

中　

村　

徳　

枝

佐
々
木　

梅　

子

田
之
上　

宇
多
子

　

委　

員　

名

沖　

山　

喜　

子

金　

川　

美
佐
枝

坂　

本　

靖　

子

沢　

田　

祐　

子

秋　

元　

秋　

美

丸　

尾　

弘　

子

三　

辻　

房　

子

下　

平　

克　

子

吉　

本　

み
な
子

 

地　

区

元　
　

町

北
の
山

岡　
　

田

泉　
　

津

野　
　

増

間　
　

伏

差
木
地

ク
ダ
ッ
チ

波
浮
港

　

「
大
島
町
ご
み
対
策
地
域
協
議
会
」
に

つ
い
て
は
、
本
誌
の
15
年
１
月
号
で
紹
介

し
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、
大
島
町
が

進
め
て
い
る
「
ご
み
の
減
量
化
、
分
別
、

再
利
用
」
等
に
関
す
る
こ
と
を
実
施
す
る

た
め
の
ご
協
力
と
、
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の

啓
蒙
活
動
や
、
逆
に
、
意
見
の
集
約
・
情

報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
設

置
し
た
も
の
で
す
。
今
回
、
「
環
境
保
護

条
例
」
の
制
定
に
伴
い
、
環
境
保
護
の
た

め
の
ご
み
の
投
げ
捨
て
や
散
乱
等
の
防
止

な
ど
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
た
め
に
ご

協
力
い
た
だ
く
、
環
境
美
化
推
進
員
も
兼

ね
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
益
々
、
そ

の
活
動
は
大
変
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
に
、
17
年
４
月
か
ら
の
協
議
会
委

員
・
推
進
員
及
び
環
境
美
化
推
進
員
に
な

ら
れ
た
方
達
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
地
域
の
皆
様
に
も
ご
協
力
や

援
助
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　

な
お
、
委
員
・
推
進
員
の
方
々
は
、
協

議
会
の
腕
章
、
及
び
、
環
境
美
化
推
進
員

の
証
明
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

 　
　
　

大
島
町
ご
み
対
策
地
域
協
議
会

　
　
　

 　
　

委
員
・
推
進
員
の
ご
紹
介

　
　
　

 　
　

（
環
境
美
化
推
進
員
兼
務
）

　

見
つ
か
っ
た
場
所
は
、
岡
田
福
聚
寺
か

ら
リ
ス
村
へ
向
か
う
道
路
途
中
の
杉
林
の

中
で
し
た
。
45
?ゴ
ミ
袋
に
約
８
袋
、
内
容

は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
散
乱
し
、
缶
詰
の
缶

や
、
ジ
ュ
ー
ス
の
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と

色
々
で
し
た
。
何
人
か
が
代
わ
る
代
わ
る

捨
て
た
よ
う
な
惨
状
で
、
片
付
け
な
が
ら

悲
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

杉
林
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
段
上
に
あ
り
、

捨
て
た
後
は
注
意
し
な
い
と
わ
か
ら
な
い

場
所
で
す
が
、
人
目
を
気
に
し
な
が
ら
捨

て
る
こ
と
に
罪
悪
感
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？

　

３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
ゴ
ミ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
（
仮
称
）
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

町
役
場
差
木
地
出
張
所
の
入
り
口
横
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
ど
う
い
う
方
向

で
利
用
し
て
い
く
か
検
討
し
有
効
利
用
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

環
境
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
る
業

者
さ
ん
、
ま
た
地

元
財
産
区
の
ご
好

意
で
、
非
常
に
安

価
に
建
設
さ
れ
ま

し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
都
道
沿
い

の
建
設
資
材
置
場
へ
の
植
樹
」
に
つ
い
て

該
当
す
る
場
所
を
見
て
回
っ
た
と
こ
ろ
11

業
者
14
箇
所
（
う
ち
３
業
者
４
カ
所
は
対

応
済
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
願
い
し
た
皆
さ
ん
と
も
、
植
樹
に
つ

い
て
快
諾
い
た
だ
き
、
そ
の
う
ち
４
業
者

さ
ん
は
、
１
週
間
も
し
な
い
う
ち
に
、
植

樹
や
置
場
の
移
動
等
で
対
処
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
残
っ
た
皆
さ
ん
も
、
手
が
空

き
次
第
に
対
応
等
の
返
事
を
い
た
だ
い
て

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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又
、
波
浮
港
地
区
の
個
人
の
空
き
地

（
所
有
者
の
家
族
が
島
外
在
住
）
に
つ
い

て
も
、
条
例
の
趣
旨
を
説
明
し
た
結
果
、

島
内
の
業
者
に
依
頼
し
て
、
茅
（
カ
ヤ
）
、

雑
草
を
撤
去
し
て
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。

　

清
涼
飲
料
水
、
し
ょ
う
ゆ
用
、
酒
類
、

油
、
乳
飲
料
等
の
ボ
ト
ル
は
、
マ
ー
ク
に

ご
注
意
願
い
ま
す
。
ラ
ベ
ル
部
分
、
ボ
ト

ル
の
底
に
こ
の
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
ま
す
。

又
、
フ
タ
は
必
ず
取
外
し
て
下
さ
い
。

　

差
木
地
「
神
の
根
」
周
辺
に
植
林
し
た

松
の
下
刈
り
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

下
刈
り
に
ご
協
力
頂
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
平
成
17
年
６
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら

（
雨
天
の
場
合
は
中
止
い
た
し
ま
す
。
）

﹇
場
所
﹈
差
木
地
「
神
の
根
」

　

（
案
内
図
の
と
お
り
･
･
･
Ａ
地
点
）

﹇
集
合
時
間
及
び
集
合
場
所
﹈

　

開
始
時
間
ま
で
に
Ｂ
地
点
に
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。

﹇
持
ち
物
﹈
草
刈
機
、
カ
マ
、
ク
マ
デ
等

　

お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

﹇
申
込
﹈
町
役
場
産
業
課
ま
た
は

　
　
　
　

各
出
張
所

﹇
締
切
﹈
平
成
17
年
６
月
６
日
（
月
）

ペットボトルの識別表示マーク
：ボトル

：ボトル
：キャップ

清涼飲料用、しょうゆ用、酒類
用、乳飲料等用のペットボトル
には、ラベル部分やボトルの底
にこのマークがついています。

プラスチックの識別マーク
清涼飲料用、しょうゆ用、酒類
用、乳飲料等用以外のペットボ
トルおよびプラスチック製ボト
ルにこのマークがついています。

期　別　 　納　付　期　限
全　期　　 平成17年  5月31日
第１期　　 平成17年  5月31日
第２期　　 平成17年  8月 1 日
第３期　　 平成17年12月26日
第４期　　 平成18年  2月28日
第１期　　 平成17年  6月30日
第２期　　 平成17年  8月31日
第３期　　 平成17年10月31日
第４期　　 平成18年  1月31日
第１期　　 平成17年  6月30日
第２期　　 平成17年  8月 1 日
第３期　　 平成17年  8月31日
第４期　　 平成17年  9月30日
第５期　　 平成17年10月31日
第６期　　 平成17年11月30日
第７期　　 平成17年12月26日
第８期　　 平成18年  1月31日
第９期　　 平成18年  2月28日
第10期　　 平成18年  3月31日

各種税金の納付期限のお知らせ

［問い合わせ］税務課　　2－1465（直通）

平成17年度下
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
に
つ
い
て

下
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
に
つ
い
て

　

最
近
、
一
部
の
心
無
い
行
楽
客
や

地
元
の
方
々
に
よ
り
、
磯
や
岸
壁
に

釣
り
餌
や
ゴ
ミ
が
散
乱
し
、
島
の
景

観
を
そ
こ
ね
て
い
ま
す
。

　

島
を
き
れ
い
に
し
、
誰
で
も
快
適

な
行
楽
を
楽
し
む
た
め
に
は
皆
様
の

一
人
ひ
と
り
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

き
れ
い
な
海
や
磯
は
、
か
け
が
え

の
な
い
大
切
な
島
の
財
産
で
す
。
魅

力
あ
る
島
に
し
て
い
く
た
め
多
く
の

方
々
が
、
こ
の
「
磯
辺
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
ル
ー
ル
」
を
守
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1
．
ゴ
ミ
に
つ
い
て

　

お
弁
当
の
空
き
箱
・
空
き
缶
・
釣

り
に
使
用
し
た
ゴ
ミ
な
ど
は
、
海
や

磯
に
捨
て
ず
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

2
．
釣
り
人
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

　

他
の
釣
り
客
の
迷
惑
に
な
る
行
為

は
慎
み
、
お
互
い
マ
ナ
ー
を
守
り
楽

し
い
釣
り
と
な
る
よ
う
海
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

ボトル

ボトルキャップ

キャップ
ラベル

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
分
け
方
に
つ
い
て

磯
辺
で
行
楽
を

楽
し
む
皆
様
へ

磯
辺
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ル
ー
ル

軽自動車税
税　　目

固定資産税

国 民 健 康
保　険　税

町 都 民 税

至間伏　　　都道　　至クダッチ

B地点

熊澤宅

A地点案内図



6広報おおしま平成17年6月号

◎
島
っ
子
ネ
ッ
ト
委
員
の
募
集

　

に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
15
年
４
月
に

「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
教
育

環
境
を
整
え
る
」
こ
と
を
目
的
に
『
大
き

く
育
て
！
「
島
っ
子
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

（
略
称
「
島
っ
子
ネ
ッ
ト
」
）
を
設
立
し
、

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

島
っ
子
ネ
ッ
ト
は
、
島
の
教
育
問
題
に

つ
い
て
、
熱
心
に
議
論
し
、
様
々
な
提
言

を
教
育
委
員
会
に
提
言
し
て
お
り
ま
す
。

　

島
っ
子
ネ
ッ
ト
委
員
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
教

育
委
員
会
が
推
薦
す
る
住
民
、
教
職
員
及

び
公
募
委
員
等
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

 

◎　

島
っ
子
ネ
ッ
ト
「
公
募
委
員
」
の
募

　
　

集
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、

　
　

応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

１
．
人
数　

若
干
名

２
．
任
期　

平
成
17
年
６
月
〜

　
　
　
　
　

平
成
19
年
３
月
31
日

３
．
謝
礼　

交
通
費
相
当
分

４
．
応
募
に
つ
い
て

①
応
募
先　

教
育
委
員
会　

教
育
文
化
課

　
　
　
　
　

庶
務
係
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

　
　
　
　
　
　

（
２
）
１
４
５
３

②
応
募
期
間　

平
成
17
年
６
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
　

〜
平
成
17
年
６
月
20
日（
月
）

③
応
募
方
法　

教
育
に
関
す
る
こ
と
（
テ

ー
マ
は
自
由
）
に
つ
い
て
、
千
字
程
度
の

作
文
（
用
紙
等
は
自
由
）
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
（
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
）

 

※
ご
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教

　

育
委
員
会
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

大
島
南
高
校
来
年
度
学
科
改
編

　

東
京
都
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
18

年
度
か
ら
都
立
大
島
南
高
等
学
校
を

「
海
洋
国
際
科
」
へ
改
編
す
る
予
定
で

す
。
今
後
各
中
学
校
に
お
い
て
、
説
明

会
を
実
施
し
ま
す
。

〜
新
し
い
タ
イ
プ
の

　
　
　
　

国
際
科
の
学
校
と
は
〜

●
体
験
的
な
国
際
教
育
を
通
じ
て
、
世

　

界
で
活
躍
で
き
る
能
力
・
感
性
が
身

　

に
付
く
学
校

●
寮
を
活
用
し
た
き
め
細
や
か
な
学
習

　

に
よ
り
、
難
関
大
学
に
も
現
役
で
進

　

学
で
き
る
学
力
が
身
に
付
く
学
校

●
国
際
人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
た
く
ま

　

し
さ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

　

が
身
に
付
く
学
校

進
路
選
択
の
た
め
に

　

2
つ
の
類
型
を
用
意

（
２
年
生
で
選
択
）

《
国
際
社
会
系
》

　

〜
文
系
大
学
進
学
志
望
〜

・
国
連
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
国
際
協
力
の
仕
事

　

が
し
た
い
。

・
国
際
貿
易
で
世
界
を
舞
台
に
働
き
た

　

い
。

《
国
際
海
洋
系
》

　

〜
海
洋
・
海
洋
系
大
学
進
学
志
望
〜

・
海
洋
、
環
境
、
気
象
の
専
門
機
関
で

　

仕
事
を
し
た
い
。

・
海
洋
保
護
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
海

　

の
環
境
を
守
り
た
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　

〒
１
０
０
│

０
２
１
１

　

東
京
都
大
島
町
差
木
地
下
原
９
９
６
│
１

　

東
京
都
立
大
島
南
高
校

　
　
　

０
４
９
９
２
（
４
）
０
２
８
５

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

都
立
大
島
南
高
校
は
、
新
し
い
タ
イ
プ
の

　

「
国
際
科
」
の
高
校
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

平成18年
4月スタート！

（平成17年4月）

伊豆大島の
火山活動の
解説
［概況］

　火山活動は、落ち着いた状態が
続きました。火山活動度レベルは
「１（静穏な火山活動）」でした。

［地震活動の状況］

　地震活動は落ち着いた状態が続
きました。火山性微動は観測され
ませんでした。

［地殻変動の状況］

　顕著な変化はありませんでした。

［噴煙活動の状況］

　望遠カメラによる観測では、噴
煙は観測されませんでした。
　　  （大島測候所　（2）1490）

﹇
総
務
課
﹈
▼
４
月
１
日
人
事
発
令
▼
４

月
27
日
退
職
者
辞
令
交
付

﹇
町
長
室
﹈
▼
４
月
23
日
大
島
町
町
制
施

行
50
周
年
記
念
式
典
「
元
気
で
楽
し
い
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

来
庁
者
﹇
町
長
室
﹈

▼
４
月
11
日
新
測
候
所
長
・
東
海
汽
船
▼

４
月
13
日
東
京
都
家
畜
保
健
所
長
▼
４
月

14
日
東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団
事
業
課

▼
４
月
20
日
関
東
地
方
整
備
局

行
政
の
う
ご
き
4
月
１０
日
〜
5
月
9
日
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い
き
い
き
健
康
教
室
（
高
齢
者
機
能

訓
練
）
に
つ
い
て
今
年
度
の
年
間
計
画
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
天
候
等
に
よ

り
中
止
に
な
る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

前
日
及
び
当
日
の
防
災
行
政
無
線
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
個
別
に
相
談
が
あ
る
方
は
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　

社
会
福
祉
法
人
椿
の
里

　
　

大
島
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

（
２
）
４
８
５
４

　
　
　
　
　
　

（
担
当
）
阿
南
・
堀
切

　

大
島
交
通
安
全
協
会
・
安
全
運
転
管

理
者
部
会
さ
ま
か
ら
、
新
小
学
１
年
生

用
の
黄
色
い
帽
子
を
男
子
用
50
個
・
女

子
用
50
個
の
計
100
個
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

新
一
年
生
は
学
校
の
登
下
校
も
ま
だ

ま
だ
不
慣
れ
で
す
。
黄
色
い
帽
子
の
学

童
を
見
か
け
た
運
転
者
の
皆
さ
ん
、
学

童
の
安
全
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　
　
　
　

大
島
町
教
育
委
員
会

あ
な
み　
　

ほ
り
き
り

社
会
福
祉
法
人
椿
の
里
か
ら
の
お
知
ら
せ

6月

7月

8月

9月

10月

11日

25日

9日

23日

13日

27日

10日

24日

1日

22日

差 木 地

元　　町

野　　増

北 の 山

クダッチ

波 浮 港

泉　　津

岡　　田

元　　町

北 の 山

11月

12月

1月

2月

3月

12日

26日

3日

10日

28日

11日

25日

11日

25日

野　　増

差 木 地

波 浮 港

クダッチ

な　し　　

泉　　津

岡田（予定）

北 の 山

元町（予定）

野　　増

　

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相

談
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
法
律
相
談
を

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

※
予
約
が
必
要
で
す
。

﹇
日
時
﹈
6
月
8
日
（
水
）　
　

　
　
　
　

正
午
〜
午
後
3
時

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
内
容
・
時
間
﹈

　

無
料
一
般
相
談

　

相
談
時
間
は
お
一
人
40
分
以
内

﹇
予
約
受
付
時
間
﹈

　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　

午
後
1
時
〜
午
後
5
時

　

（
い
ず
れ
も
祝
祭
日
を
除
く
）

﹇
主　
　

催
﹈ 

　

・
東
京
弁
護
士
会

　

・
第
一
東
京
弁
護
士
会　

　

・
第
二
東
京
弁
護
士
会

﹇
問
い
合
わ
せ
・
予
約
電
話
番
号
﹈

　

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー　

　

 

0
3
（
3
5
8
1
）
1
5
1
1

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談 お気軽に

ご相談ください

　恒例となったトラ
イアスロン大会の季
節になりました。
　今回も、前年と同
コースで開催されま
す。
　大会コースのサン
セットパームライ
ン・農免道路は、通
行止めとなりますの
で、皆様のご協力を
お願いいたします。
　また、アスリート
への温かいご声援、
ご支援をお願いしま
す。

＊12時頃から17時
　頃まで■■区間
　は交通止めとな
　りますので、皆
　様のご協力をお
　願いします。
＊御神火温泉は、
　12時頃から17時
　頃までの間、臨
　時休業いたしま
　す。
＊元町浜の湯は臨
　時休業いたしま
　す。

第17回  伊豆大島トライアスロン大会第17回  伊豆大島トライアスロン大会
大島町町制施行50周年記念

●13：40　第1グループスタート!
●13：44　第2グループスタート!
●13：48　第3グループスタート!

野
田
浜

万
立
浜

和
泉
浜

大
島
高
校

長根浜公園

スイム
スタート

ゴール

元町港

元町港駐車場

■ランバイクコース
■バイクコース
（4周します）

ロータリー

浜の湯

ス
イ
ム
海
域

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
　

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
　

■
■
■ ■

■
■
■
■
■
■
■
　

■
■

■
　

■
■
■
■
■
■
■
■
■
　

■
■
■
■
■
■
■
　

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ 　 ■ ■ ■ ■

コース全体図

ラン折り返し▲

バイク周回
チェック
ポイント

愛ランドセンター
御神火温泉

大島観光協会　バス停

ぶらっと
ハウス

ラン折り返し▲

バイク周回
チェック
ポイント

愛ランドセンター
御神火温泉

大島観光協会　バス停

ラン、バイクスタート
バイクゴール
ラン、バイクスタート
バイクゴール

土
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体
育
館
・
グ
ラ
ン
ド
の

利
用
に
つ
い
て

　

旧
泉
津
小
学
校
、
旧
北
の
山
小
学
校
、

旧
野
増
小
学
校
の
体
育
館
・
グ
ラ
ン
ド

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
暫
定
使
用
と
し

て
、
地
域
の
各
出
張
所
に
申
し
込
み
を

し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

利
用
期
間
を
左
記
の
と
お
り
延
長
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

現
地
に
管
理
人
が
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

使
用
後
の
清
掃
・
片
付
等
善
良
な
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

利
用
期
間　

平
成
17
年
7
月
1
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

平
成
18
年
3
月
31
日

利
用
申
込
み
先　

　

所
在
施
設
の
各
出
張
所

　
　

泉
津
出
張
所　

☎（
２
）８
５
２
３

　
　

北
の
山
出
張
所
☎（
２
）３
５
２
５

　
　

野
増
出
張
所　

☎（
２
）２
３
７
８

受
付
時
間　

出
張
所
の
勤
務
時
間
内

（
平
日
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
）

問
い
合
わ
せ　

各
出
張
所

　

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
の
情

報
公
開
制
度
（
平
成
16
年
条
例
第
1
号
）

は
、
組
合
の
保
有
す
る
情
報
を
公
開
し
、

組
合
を
構
成
す
る
島
し
ょ
9
町
村
の
住
民

の
知
る
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
住

民
の
組
合
運
営
へ
の
参
加
を
よ
り
一
層
推

進
す
る
と
と
も
に
、
組
合
の
公
正
な
運
営

を
確
保
し
、
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
、
毎
年
度
の
情
報

公
開
実
施
状
況
を
各
町
村
広
報
で
公
表
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
の
情
報
公
開
実
施
状
況
を
、

次
の
と
お
り
公
表
い
た
し
ま
す
。

平
成
16
年
度
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務

組
合
情
報
公
開
実
施
状
況

　
　
　

請
求
件
数　
　

０
件

　
　
　

公
開
件
数　
　

０
件

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
総
務
課

　
　
　

☎
０
３
（
３
４
３
２
）
４
９
６
１

大
島
町
情
報
公
開
条
例
に
よ
り
、
情
報

の
公
開
の
実
施
状
況
の
公
表
に
つ
い
て

は
、
平
成
16
年
度
は
０
件
で
し
た
。

　

大
島
町
は
、
旧
六
か
村
が
昭
和
30
年
４

月
に
合
併
し
て
か
ら
50
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
地
震
・
噴
火
・
台
風
等
に
よ

る
自
然
災
害
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
出

来
事
が
あ
り
、
機
会
あ
る
ご
と
に
懐
か
し

く
、
ま
た
、
苦
し
い
思
い
出
と
し
て
思
い

出
さ
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

人
々
の
記
憶
は
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
忘

れ
去
ら
れ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
忘
れ
去

ら
れ
た
記
憶
は
な
か
な
か
元
に
戻
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
町
で
は
町
制
施
行
50
周
年
を

記
念
し
て
、
「
伊
豆
大
島
懐
か
し
の
写
真

集
（
二
）
」
（
仮
称
）
を
発
行
す
べ
く
準

備
中
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
保
存
さ
れ
て
い
る

古
い
写
真
や
絵
葉
書
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
昭
和
２
年　

全
島
に
送
電
開
始
。
電
灯

が
灯
る

▼
４
年　

東
京―

大
島
間
に
日
航
便
開
始

▼
６
年　

島
内
に
電
話
開
通　

▼
21
年
１
月　

日
本
国
か
ら
行
政
分
離

▼
31
年
10
月　

第
１
回
大
島
町
体
育
祭
陸

上
競
技
大
会
開
催　

▼
37
年
２
月　

ハ
ワ
イ
島
と
姉
妹
島
の
盟

約
締
結　

▼
43
年
４
月
新
潟
県
加
茂
市
と
友
好
都
市

の
盟
約
締
結　

▼
53
年
８
月　

山
形
県
山
形
市
と
友
好
都

市
の
盟
約
締
結　

▼
60
年
４
月　

東
京
都
五
日
市
市
と
友
好

都
市
の
盟
約
締
結　

▼
そ
の
他　

風
景
・
行
事
・
風
習
・
事

件
・
災
害
、
昔
の
懐
か
し
い
写
真
、
残

し
て
お
き
た
い
写
真
、
珍
し
い
写
真
な

ど
な
ど
。

﹇
募
集
期
間
﹈

　
　

平
成
17
年
６
月
１
日
〜
６
月
30
日

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

大
島
町
町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
事
務
局

　

（
町
役
場
町
長
室
内
）
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

　
　
　

☎
０
４
９
９
２
（
２
）
１
４
４
４

体
育
館
・
グ
ラ
ン
ド
の

利
用
に
つ
い
て

体
育
館
・
グ
ラ
ン
ド
の

利
用
に
つ
い
て
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国
民
年
金
法
に
定
め
ら
れ
る
要
件
に
該

当
す
る
人
は
、
届
け
出
る
と
保
険
料
の
納

付
が
免
除
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

●
障
害
年
金
の
受
給
権
が
あ
る
人

　

（
障
害
等
級
３
級
は
除
く
）

●
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け

て
い
る
人

　

所
得
が
低
い
な
ど
の
経
済
的
理
由
や
そ

の
他
特
別
な
理
由
に
よ
り
納
め
ら
れ
な
い

と
き
に
は
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
保

険
料
の
納
付
が
免
除
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
が
全
額
（
１
３
，
５
８
０
円
※

平
成
17
年
度
）
免
除
さ
れ
る
「
全
額
免

除
」
と
、
半
額
（
６
，
７
９
０
円
）
を
納

め
半
額
免
除
さ
れ
る
「
半
額
免
除
」
が
あ

り
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
高
齢
や
事
故
・
病
気
で

障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
よ
っ
て
、
私

た
ち
の
生
活
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
前
も
っ
て
み
ん
な
で
保
険
料
を
出

し
合
い
、
お
互
い
を
支
え
あ
う
制
度
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳

か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
も
20
歳
に
な
っ
た
ら
必

ず
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
20
歳
か
ら
の
学
生
期
間
中
に
学
生
納
付

特
例
の
申
請
手
続
き
を
し
な
か
っ
た
り
、

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
り
す
る
と
、
在

学
中
に
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
て

も
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
将
来
受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
も

減
額
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

Ａ
学
生
の
方
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
収
入

が
な
か
っ
た
り
、
少
な
か
っ
た
り
し
ま

す
の
で
、
保
険
料
を
本
人
が
納
め
る
の

は
困
難
で
す
。
そ
こ
で
20
歳
以
降
の
在

学
期
間
中
の
保
険
料
を
猶
予
し
、
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
保
険
料
を
納
め
て
も

ら
う
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
要
件
に
は

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。
学
生
納
付
特
例
期
間
に

つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
保

険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
（
追

納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、

２
年
以
上
経
過
し
た
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
一
定
の
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

も
、
卒
業
し
た
ら
忘
れ
ず
に
追
納
し
て

く
だ
さ
い
。

Ａ
申
請
書
は
、
被
保
険
者
（
学
生
）
が
住

民
票
を
登
録
し
て
い
る
市
区
町
村
の
市

役
所
、
区
役
所
、
町
村
役
場
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
手
帳
、
印
か
ん
、

在
学
証
明
書
、
ま
た
は
学
生
証
の
写
し

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　　

こ
れ
ま
で
、
申
請
免
除
及
び
学
生
納
付

特
例
に
お
け
る
承
認
期
間
の
始
期
は
、
申

請
日
の
属
す
る
月
の
前
月
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
た
め
、
そ
れ
以
前
に
す
で
に
要
件

を
満
た
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
遅

れ
て
申
請
し
た
場
合
は
遡
及
す
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
は
、
免

除
の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
れ
ば
、
申
請

し
た
月
に
関
わ
ら
ず
、
申
請
免
除
に
つ
い

て
は
７
月
ま
で
、
学
生
納
付
特
例
に
つ
い

て
は
４
月
ま
で
遡
っ
て
承
認
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
に
つ
い
て
は
、
申
請
免
除
と
同
じ

取
り
扱
い
と
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
や
ご
相
談
は
住
民
課
及
び

各
出
張
所
、
若
し
く
は
港
社
会
保
険
事
務

所
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　

港
社
会
保
険
事
務
所　

　
　

☎
０
３
（
５
４
０
１
）
３
２
１
１

　

住
民
課　

　
　

☎
（
２
）
１
４
６
２
（
直
通
）
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航
空
便
発
着
時
刻
表

6
月
1
日
〜
6
月
３０
日●貨物・運行等の問い合わせ　（2）2337

※８４３便、８４４便６月１日～４日  機種は７３５（８４４便５分遅発）

特割設定期間

便名

841・843

842・844

６/１～６/３０

7,700

7,700

※特割料金はその他に航空
保険特別料金1名1区間
片道300円及び羽田空
港施設使用料大人100円・
小人50円が必要です。

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 156月
空室状況

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

○ ○ × ○ △ ○ × △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5
月
20
日

　
　
現
在

東 京　　大 島
出 発　　 　　到 着

大 島　　東 京
出 発　　 　　到 着

便名

841

843

機種

735

DH8

出発時刻

08：35

14：55

到着時刻

09：10

15：30

便名

842

844

機種

735

DH8

出発時刻

09：40

16：00

到着時刻

10：10

16：35

※内容や2～4日目については、
　7月の広報またはTELにて
　ご確認下さいませ。

□歯磨きすると血がでる時がある。
□口臭が気になってしまう。
□硬いものがかみにくくなった。
□歯がグラグラしてきている様だ。
□歯科医院やけんこうセンターに
　半年行ってない。
□きちんと磨けているかわからない。
□甘いものが好きだ。
□歯ぐきがはれることがある。

80才までに20本の
かめる歯を残して
一生おいしい食事を

を目指して

ハチマルニイマル

13：30

16：00

～

【問い合わせ】 　2－8141（大島町役場けんこう課けんこうセンター係）

［予約受付→土・日・祝日は除きます］

【担当　保健師（桑原）・看護師（土屋）・栄養士（白土）・歯科衛生士（川島）】

※小さなお子さん連れでも可能な場合があります。 

※気になることがない方もご利用になれます。 

※治療は行いませんので予めご了承下さい。

〈歯科衛生士による相談〉 〈栄養士による相談〉 〈保健師による相談〉

日 程 曜

6／7

毎週（水）
★予約制

★予約制
　です。

火

7／1 金

事業名

◆6/1・15は栄養相談もあります。

6～7カ月児
9～10カ月児

※詳しくは大島医療センター
　へお問い合わせ下さい。

対象者 受付時間 会　場 持ち物

H17.1.6～H17.3.7生まれ ●母子手帳
　　　　他

●母子手帳

けんこうセンター
　 2－8141

けんこうセンター
　 2－8141

●母子手帳
●受診票

大島医療センター
　 2－2346

◆口に関する相談
◆歯・歯肉・口臭・
　ブラッシングなど

《開催日》6月2日（木）、6月9日（木）、6月15日（水）、6月16日（木）
《利用法》予約は、上記の①・②・③について、それぞれ予約していただく様になります。
　　　　　①～③の複数をご希望の場合、予約の空き具合によっては同日におとりできることもあります。
《時　間》午前9時～午後4時頃（大人の方の場合1回→30分～１時間前後）
《会　場》けんこうセンター（旧北診）
《対象者》大人
《持ち物》★健康手帳（無い方にはお渡しします）
　　　　　★健診結果票等

◆健診結果後の栄養相談で
　健康寿命をのばそう！
◆体脂肪などが測れます

◆健診結果を生かして健康維持を
◆あなたにとっての体にいいことを
　見つけてみませんか？

詳細については、対象
の方には通知します。
（約2週間前）

35～45才頃の時点で
「歯周病」になって
いる人は全体の
　8割だそうです。

こんな症状が
1つでもあったら

早めに
◆歯医者さんや
◆けんこうセンター
に相談してみましょう。

昔は「年をとったら歯が抜けるのは仕方ない」と思われていました。しかし現在では、
人の歯はきちんと使えば80～100年は持つものだということがわかっています。
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戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

平
成
十
七
年
四
月
一
日
に
お
い
て
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い

な
い
場
合
に
、
第
八
回
特
別
弔
慰
金
と
し

て
額
面
四
十
万
円
、
十
年
償
還
の
記
名
国

債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
次
の
順
番
に
よ

る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

一
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

二
．
戦
没
者
等
の
子

三
．
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
お  

　
　

り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
名
が
同

　
　

じ
で
あ
る　

①
父
母　

②
孫　

③
祖

　
　

父
母　

④
兄
弟
姉
妹

四
．
右
記
三
以
外
の　

①
父
母　

②
孫　

　
　

③
祖
父
母　

④
兄
弟
姉
妹

五
．
右
記
一
か
ら
四
以
外
の
ご
遺
族
で
、

　
　

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

　
　

一
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

　
　

三
親
等
内
の
親
族

　

詳
し
く
は
、
住
民
課
福
祉
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
住
民
課　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

（
２
）
１
４
６
２
（
直
通
）

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

・
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
は
、
住
民
基
本

　

台
帳
に
あ
る
世
帯
主
と
対
象
と
な
る
お

　

子
様
（
二
名
連
名
）
宛
に
送
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
母
子
手
帳
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
接
種

　

を
完
了
し
て
い
な
い
方
で
通
知
が
来
な

　

い
場
合
、
お
手
数
で
す
が
ご
連
絡
下
さ
い
。

・
一
昨
年
ま
で
に
す
で
に
予
診
票
を
配
布

　

し
て
い
る
場
合
に
は
、
改
め
て
お
知
ら

　

せ
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

・
予
診
票
は
一
括
し
て
け
ん
こ
う
セ
ン
タ

　

ー
が
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

（
各
出
張
所
に
は
置
い
て
い
ま
せ
ん
）

Ｑ
１　

な
に
で
感
染
し
ま
す
か
？

・
人
か
ら
直
接
で
は
な
く
ブ
タ
の
体
内
で

　

増
え
た
ウ
イ
ル
ス
が
蚊
（
コ
ガ
タ
ア
カ

　

イ
エ
カ
）
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
感
染
し

　

ま
す
。

Ｑ
２　

感
染
す
る
と
ど
う
な
る
の
？

・
七
〜
十
日
の
潜
伏
期
間
の
後
、
高
熱
、

　

頭
痛
、
嘔
吐
、
意
識
障
害
、
け
い
れ
ん

　

な
ど
の
症
状
を
示
す
急
性
脳
炎
に
な
り

　

ま
す
。

Ｑ
３　

流
行
し
て
な
く
て
も
予
防
接
種
を

　
　
　

す
る
の
。

・
北
海
道
な
ど
一
部
を
除
く
日
本
全
国
に

　

は
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
ブ

　

タ
と
ウ
イ
ル
ス
を
運
ぶ
蚊
が
た
く
さ
ん

　

い
ま
す
。
３
歳
を
過
ぎ
た
ら
受
け
る
よ

　

う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
４　

日
本
脳
炎
は
、何
回
接
種
す
る
の
？

・
日
本
脳
炎
Ⅰ
期
初
回
（
二
回
）

　
　

接
種
間
隔
一
〜
四
週　

 

・
Ⅰ
期
追
加
（
一
回
）

　
　

初
回
完
了
後
、
約
一
年
後
接
種　

 

・
日
本
脳
炎
Ⅱ
期
（
一
回
）

　
　

一
期
接
種
完
了
後
に
、
Ⅱ
期
と
し
て

　
　

追
加
接
種
を
行
う　

・
日
本
脳
炎
Ⅲ
期
（
一
回
）

　
　

Ⅰ
期
お
よ
び
Ⅱ
期
接
種
完
了
後
に
、

　
　

Ⅲ
期
と
し
て
追
加
接
種
を
行
う

※
日
本
脳
炎
Ⅰ
期
・
Ⅱ
期
・
Ⅲ
期
に
は
、

対
象
年
齢
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
自
己
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
対
象
年
齢

を
過
ぎ
ま
す
と
、
任
意
接
種
と
な
り
自
費

と
な
り
ま
す
。
早
め
に
う
け
ま
し
ょ
う
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈　

（
２
）
８
１
４
１

け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
担
当（
土
屋
・
金
子
）

　接種種類 　　　　　対象生年月日

BCG　 　　　　  H.17.1.16～2.15生まれ

三種混合　　　　H.16.11.1～17.1.17生まれ

麻しん・風しん　H.16.5.1～5.31生まれ

日本脳炎Ⅰ期　　H.14.5.1～5.31生まれ

二種混合　　　　H.  6.5.1～5.31生まれ

日本脳炎Ⅱ期　　H.  8.5.1～5.31生まれ

日本脳炎Ⅲ期 　 H.  3.5.1～5.31生まれ

［5月の予診票送付者］

○
夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

﹇
著
書
﹈
恩
田　

陸

　
　
　
　
　
　
　

﹇
発
行
﹈
新
潮
社　

　
　
　
　
　
　
　
　

夜
を
徹
し
て
80
キ

ロ
を
歩
き
通
す
と
い
う
、
高
校
生
活
最

後
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
歩
行
祭
」
。

○
ア
フ
タ
ー
ダ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

﹇
著
者
﹈
村
上
春
樹

　
　
　
　
　
　
　

﹇
発
行
﹈
講
談
社　

　
　
　
　
　
　
　
　

真
夜
中
か
ら
空
が

白
む
ま
で
の
あ
い
だ
、
ど
こ
か
で
ひ
っ

そ
り
と
深
淵
が
口
を
開
け
る
。

○
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー
ド
（
上
）・（
下
）

　
　
　
　

﹇
著
者
﹈
ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　

﹇
発
行
﹈
角
川
書
店

　
　
　
　
　
　
　

数
々
の
ダ
・
ヴ
ィ
ン

　
　
　
　
　
　
　

チ
絵
画
の
謎
が
導
く
、

　
　
　
　
　
　
　

歴
史
の
真
実
と
は
!?

○
し
の
え
ほ
ん
1

　

お
さ
る
が
ふ
ね
を
か
き
ま
し
た　
　

　
　
　
　
　
　

﹇
詩
﹈
ま
ど
・
み
ち
お

　
　
　
　
　
　

﹇
絵
﹈
東　

貞
美

　
　
　
　
　
　

﹇
発
行
﹈
国
土
社

　
　
　
　
　
　

﹇
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
﹈
こ

こ
ろ
な
ら　

こ
ん
な
に
き
れ
い
な
の
・
・

そ
う
い
っ
て　

で
て
く
る
の
か
し
ら　

も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
け
む
し
か
ら　

い
つ
も

チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
は

（
他
に
も
2
巻
か
ら

11
巻
ま
で
あ
り
ま
す
）

﹇
日
本
脳
炎
の
は
な
し
﹈

■
退
職
者
（
４
月
30
日
付
）

▼
清
水　

啓
之

職
員
人
事
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お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
行
政
へ
の
苦
情
、

　

意
見
、
要
望
な
ど

　

※
行
政
相
談
員
が
定
期
的
に
相
談
を
受
付

　
　

け
て
い
ま
す
。
（
毎
月
第
４
水
曜
日
）

﹇
日　

時
﹈
6
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

﹇
場　

所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
員
﹈
椎
名　

孝

☆
話
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ま
ち
っ
て
み
ん
な
イ
キ
イ
キ
し
て
る

●
ま
・
ち
・
の
・
わ
・
だ
・
い

●ま・ち・の・わ・だ・い

　

こ
れ
を
機
会
に
、
水
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
、

水
道
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
一

人
で
も
多
く
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募　

集
！

◎
「
標
語
」
（
水
の
役
割
り
や
大
切
さ
）
を

　

ア
ピ
ー
ル
す
る
標
語
（
資
格
制
限
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。
官
製
ハ
ガ
キ
１
枚
に
１
標
語
）

◎
「
作
文
」
（
水
道
に
関
す
る
自
由
な
作
文
）

　

小
学
校
低
学
年
（
８
０
０
字
以
上
）

　

小
学
校
高
学
年
（
１
２
０
０
字
以
上
）

　

中
学
校
（
１
６
０
０
字
以
上
）

◎
「
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
」
（
小
・
中
学
生
に

　

限
ら
れ
る
。
）
（
大
き
さ
は
Ａ
２
版
か
ら

　

Ｂ
５
版
程
度
）

◎
「
習
字
」
（
小
学
校
低
学
年
「
み
ず
」
、

　

小
学
校
高
学
年
「
水
道
週
間
」
）
（
半
紙

　

使
用
）

※
締
切
り
は
７
月
10
日
当
日
消
印
有
効

﹇
送
り
先
﹈

　

〒
１
０
２
│
０
０
７
４

　

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
４̶
８̶
９

　

日
本
水
道
新
聞
社
水
道
週
間
懸
賞
募
集
係

　
　

０
３
（
３
２
６
４
）
６
７
２
４

（
標
語
以
外
は
、
学
校
か
役
場
水
道
課
経
由

　

と
し
て
く
だ
さ
い
。
）

　

今
年
で
３
回
目
と
な
っ
た
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
の
会
食
会
が
、
島
内
３
カ
所
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
昼
食
会
」
は
準
備
か

ら
接
待
ま
で
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
５
月
16
日

（
月
）
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
会

食
会
」
に
は
北
の
山
、
元
町
、
野
増
地
区
の

高
齢
者
の
方
1
7
0
名
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
出
演
し
て
い
る
巴

舞
踊
研
究
会
・
実
月
会
の
お
ど
り
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
方
も
多
く
、
披
露
さ
れ
た
数
々

の
お
ど
り
に
盛
ん
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

元
大
島
町
消
防
団
長
の
白
井
幸
三
さ
ん

が
春
の
叙
勲
で
、
瑞
宝
双
光
章
の
栄
誉
に

輝
き
ま
し
た
。

　

白
井
さ
ん
は
、
１
９
３
０
年
（
昭
和
５

年
）
生
ま
れ
。
昭
和
23
年
に
元
村
消
防
団

に
入
団
し
て
か
ら
52
年
１
カ
月
の
長
き
に

わ
た
り
町
消
防
団
員
と
し
て
消
防
業
務
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
も

地
域
の
安
全
に
対
す
る
功
績
が
大
と
し
て
、

警
視
総
監
章
、
消
防
庁
長
官
表
彰
な
ど
多

数
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

第
11
回
大
島
体
育
協
会
（
学
童
・
野
球
の
部
）
新
人
戦

大
会
の
決
勝
戦
が
、
5
月
15
日
（
日
）
つ
ば
き
小
学
校
グ

ラ
ン
ド
で
小
雨
が
振
る
中
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両
チ
ー
ム

と
も
声
援
を
受
け
な
が
ら
熱
戦
。
差
木
地
パ
ン
サ
ー
ズ
は

点
数
が
入
ら
ず
諦
め
か
け
て
い
た
中
、
選
手
の
息
を
呑
む

フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
が
チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
、
接
戦
の
末
10

対
9
で
優
勝
。
波
浮
リ
ト
ル
ハ
ー
バ
ー
ズ
は
惜
し
く
も
準

優
勝
で
し
た
。
諦
め
な
い
で
力
一
杯
頑
張
っ
た
あ
と
の
、

子
ど
も
達
の
笑
顔
が
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

6
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
「
水
道
週
間
」

が
全
国
一
斉
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

行

政

相

談



　

4
月
23
日
、
金
光
寺
と
共
同
墓
地
で

の
法
要
の
あ
と
、
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

で
記
念
講
演
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

内
外
か
ら
約
50
名
の
方
々
が
来
て
下
さ

り
、
二
中
の
生
徒
さ
ん
に
よ
る
「
大
島

の
流
人
」
の
発
表
、
中
央
義
士
会
の
中

島
理
事
長
の
講
演
会
を
盛
大
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
活
発
な
質
疑

応
答
も
あ
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
中
島
先
生
の
著
書
5
冊
を
町

立
図
書
館
に
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

ご
活
用
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
今

回
を
契
機
と
し
て
、
間
瀬
定
八
顕
彰
会

が
（
財
）
中
央
義
士
会
に
入
会
い
た
し

ま
し
た
。

　

間
瀬
定
八
顕
彰
会（
会
長　

平
塚
正
彦
）

　

水
平
に
伸
び
両
端
が
少
し
上

に
反
っ
た
七
色
の
帯
『
水
平

環
』
が
、
5
月
11
日
大
島
で
薄

雲
の
中
に
確
認
で
き
ま
し
た
。

『
水
平
環
』
は
上
空
に
あ
る
氷

の
結
晶
に
光
が
反
射
し
て
起
こ

る
も
の
で
、
め
っ
た
に
見
ら
れ

な
い
と
て
も
珍
し
い
も
の
だ
そ

う
で
す
が
、
頭
上
近
く
に
現
れ

る
の
で
気
が
つ
か
な
い
こ
と
も

多
い
そ
う
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
八
丈
島
を
は
じ

め
各
地
区
で
見
ら
れ
話
題
に
な

り
ま
し
た
。
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大島町役場庁舎より撮影

甲板に出て手を振る皆さん（岡田桟橋にて）

大
島
町
町
制
施
行
５０
周
年
記
念

　

５
月
22
日
（
日
）
大
島

仲
の
原
園
地
で
、
特
別
巡
回

ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会
（
大

島
町
大
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

眠
た
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
早
起
き

し
た
小
学
生
や
、
90
歳
を
超
え
て
何
十

年
も
毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い
る
と

い
う
体
操
愛
好
者
ま
で
、
大
勢
の
方
が

朝
早
く
か
ら
会
場
に
集
ま
り
、
み
ん
な

で
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

敷
地
内
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ピ
ア
ノ

の
生
演
奏
で
リ
ハ
ー
サ
ル
と
準
備
体
操
、

「
ラ
ジ
オ
体
操
の
歌
」
の
練
習
を
終
え
、

緊
張
の
中
、６
時
30
分
か
ら
本
番
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

第
一
放
送
ラ
ジ
オ
体
操
の
中
継
に
入
り

ま
し
た
。
軽
快
な
音
楽
に
乗
せ
一
斉
に

大
き
な
拍
手
と
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
！
」
の
元
気
な
声
で
ス
タ
ー
ト
。
町

制
施
行
50
周
年
を
迎
え
た
大
島
町
の
簡

単
な
紹
介
も
さ
れ
、
体
操
の
第
一
と
第

二
も
無
事
終
了
。
大
島
の
元
気
を
日
本

全
国
と
海
外
に
届
け
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
島
外
か
ら
ラ
ジ
オ

体
操
連
盟
よ
り
約
4
5
0
名
、
島
内
か

ら
は
関
係
者
含
め
て
約
1,
0
5
0
人
。

予
想
を
超
え
る
参
加
人
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
島
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
の

方
々
の
見
送
り
に
は
、
大
島
御
神
火
太

鼓
保
存
会
の
太
鼓
と
ス
ー
パ
ー
あ
ん
こ

娘
キ
ッ
ズ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露

さ
れ
、
皆
さ
ん
大
変
喜
ん
で
帰
島
さ
れ

ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
体
操
と
共
に
、
き
っ

と
良
い
思
い
出
の
ひ
と
こ
ま
に
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
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暦大一

公

大島公園
だより　
№８1

紫陽花
花色の
ふしぎ

金
子　

楓
花
ち
ゃ
ん　
　

弘
訓
・
幸
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
／
28
（
ク
ダ
ッ
チ
）

　

橋　

駿
介
く
ん　
　
　

義
徳
・
弓
佳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
／
1
（
元　

町
）

鈴
木　

め
る
も
ち
ゃ
ん　

勇
一
・
稚
加
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
／
2
（
元　

町
）

市
村　

松
大
く
ん　
　
　

松
之
・
里
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
／
5
（
元　

町
）

阿
部　

心
都
子
ち
ゃ
ん　

隆
文
・
美
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
／
5
（
元　

町
）

川
﨑　

八
雲
く
ん　
　
　

浩
・
智
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
／
10
（
元　

町
）

瀧
尾　

風
子
ち
ゃ
ん　
　

健
二
・
和
代 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
／
17
（
ク
ダ
ッ
チ
）

ム
ー
ト
花
蓮
ち
ゃ
ん　
　

シ
ョ
ー
ン

ケ
ネ
ス
・
靖
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
／
23
（
元　

町
）

小
泉　

優
菜
ち
ゃ
ん　
　

弘
平
・
京
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
／
29
（
岡　

田
）

4
／
6
〜
5
／
5
ま
で
に

　

届
け
出
の
あ
っ
た
人
（
敬
称
略
）

赤
ち
ゃ
ん　
　
　
　

父
・
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
／
日　

住　

所

﹇
日　
　

時
﹈
6
月
19
日
（
日
）
小
雨
決
行

﹇
集
合
場
所
﹈
大
島
公
園　

9
：
15

﹇
順　
　

路
﹈
公
園
│
桜
株
│
中
之
橋
付
近
│

　
　
　
　
　
　

林
道
入
口
│
石
の
反
橋
│
公
園

﹇
時　
　

間
﹈
9
：
15
〜
15
：
00
頃
ま
で　

﹇
持　
　

参
﹈
雨
具
・
防
寒
具
・
昼
食
・
飲
み
物
・
手
袋
等

﹇
条　
　

件
﹈
す
べ
て
自
己
責
任
、
交
通
規
則
遵
守

入
会
者
歓
迎
、
問
い
合
わ
せ
、
相
談
、
要
望
等
は

左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
O
W
C
伊
豆
大
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
》

（
こ
の
先
の
予
定
）
7
月
10
（
日
）南
部
地
区
散
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
総
会
及
び
懇
親
会
）

丸
尾　

時
彦　

☎（
４
）０
４
９
８

高
橋　

洋
子　

☎（
４
）１
２
７
１

諸
星　

光
喜　

☎（
２
）１
８
９
０

本
宮　

悦
見　

☎（
４
）０
６
１
１

田
村　

孝
治　

☎（
４
）１
２
３
４

山
嵜
ヨ
シ
子　

☎（
２
）８
２
６
３

し
ょ
う
た

こ
と
こ

し
ゅ
ん
す
け

ふ
う
か

や
く
も

ふ
う
こ

か
れ
ん

ゆ

な

　

大
島
山
形
友
好
親
善
協
会
で
は
、
恒
例
の

「
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
と
親
善
訪
問
の
旅
」
へ

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
6
月
22
日
出
発
〜
25
日
午
後
便
で
帰
島

●
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
と
蔵
王
・
ば
ら
園
見
学

な
ど
名
所
を
巡
り
ま
す
。

●
詳
細
は
地
区
の
事
務
局
（
委
員
）
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

大
島
山
形
友
好
親
善
協
会
事
務
局

　
　

☎
（
２
）
１
６
１
４　

山
田　

武
義

　
　

☎
（
２
）
３
７
１
１　

高
田　

元
喜

　
　

☎
（
２
）
１
３
９
９　

高
田　

吉
松

　
　

☎
（
４
）
０
４
９
８　

丸
尾　

時
彦

　
　

☎
（
４
）
０
７
９
３　

井
沢
喜
久
代

が
水
無
月
（
み
な
づ
き
）
へ
と
変
わ

り
、
青
葉
に
覆
わ
れ
た
三
原
山
が
雨

雲
に
見
え
隠
れ
す
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

梅
雨
の
花
と
い
え
ば
、
い
わ
ず
も
が
な
紫

陽
花
（
ア
ジ
サ
イ
）
が
、
思
い
浮
か
び
ま

す
。

島
で
は
、
島
中
の
山
野
を
青
紫
色
に

彩
る
額
紫
陽
花
（
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
）

が
、
お
馴
染
み
で
す
ね
。
野
生
種
の
額
紫

陽
花
は
、
伊
豆
諸
島
の
準
固
有
種
（
※

１
）
で
、
伊
豆
諸
島
、
房
総
、
三
浦
、
伊

豆
半
島
な
ど
、
暖
地
の
林
の
縁
や
海
岸
近

く
に
生
え
る
落
葉
低
木
で
す
。
花
の
特
徴

は
、
中
央
に
小
さ
な
両
性
花
が
集
り
、
そ

の
周
囲
に
花
の
よ
う
に
見
え
る
装
飾
花

（
※
２
）
を
数
個
付
け
ま
す
。
名
前
の
額

は
、
周
囲
の
装
飾
花
を
額
に
見
立
て
た
こ

と
に
由
来
し
ま
す
。

方
、
各
地
の
花
だ
よ
り
で
、
雨
に
濡

れ
た
青
紫
や
赤
紫
色
の
手
ま
り
状
の

花
が
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
般
に
は
こ

の
手
ま
り
状
の
花
が
紫
陽
花
と
さ
れ
ま
す
。

小
さ
な
両
性
花
を
す
べ
て
装
飾
花
に
変
化

さ
せ
た
園
芸
品
種
で
、
鎌
倉
時
代
に
作
ら

れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
19
世
紀
初
頭
に
は

中
国
を
経
由
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
り
、

現
在
、
品
種
は
数
百
に
及
び
セ
イ
ヨ
ウ
ア
ジ

サ
イ
、
ハ
イ
ド
ラ
ン
ジ
ャ
ー
と
呼
ば
れ
日
本

に
逆
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

園
で
は
、
た
く
さ
ん
の
紫
陽
花
、
額

紫
陽
花
が
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。

是
非
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ

の
花
は
„
花
色
が
変
わ
る“
こ
と
で
知
ら

れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
土
壌
の
酸
性
度
な
ど

（
※
３
）
に
よ
る
も
の
で„
移
り
気
・
心

変
わ
り“
の
花
言
葉
の
所
似
で
す
。ご
自
宅

の
花
を
お
好
み
の
色
に
さ
れ
た
い
方
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
花
色
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
】

青
色
を
出
し
た
い
時

土
壌
を
酸
性
に
、
肥
料
の
カ
リ
を
多
め
に

紅
色
を
出
し
た
い
時

土
壌
を
ア
ル
カ
リ
性
に
、
肥
料
の
窒
素
を
多

く
・
カ
リ
を
少
な
め
に

藤
色
を
出
し
た
い
時

肥
料
の
窒
素
を
少
な
め
に
（
紅
色
か
ら
）

※
１
特
定
の
地
域
に
の
み
生
育
す
る
も
の

※
２
萼
（
が
く
）
の
み
が
発
達
し
そ
の
他

が
退
化
し
て
花
弁
の
よ
う
に
な
っ
た
も

の
（
結
実
し
な
い
）

※
３
酸
性
度

に
よ
る

Ｐ
Ｈ
説
。

土
中
の
鉄

や
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
な

ど
金
属
元

素
の
吸
収

に
よ
る
錯

体
説
な
ど

が
あ
る
。

　

（
佐
野
）

﹇
日　

時
﹈
6
月
８
日（
水
）6
月
22
日（
水
）

　
　
　
　
　

11
：
00
〜
13
：
00

﹇
場　

所
﹈
カ
メ
リ
ア
ビ
レ
ッ
ジ

﹇
募
集
人
員
﹈
各
8
名

﹇
参
加
費
﹈
1
，5
0
0
円

﹇
持
ち
物
﹈
エ
プ
ロ
ン

﹇
連
絡
先
﹈
カ
メ
リ
ア
ビ
レ
ッ
ジ

　
　

☎
０
９
０
（
７
８
４
６
）
８
２
７
３
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4
／
6
〜
5
／
5
ま
で
に
届
け
出
が
あ
っ
た
人

　

田
み
さ
子
さ
ま
（
84
・
元　

町
）
4
／
5

高
原　

順
さ
ま　

（
55
・
岡　

田
）
4
／
7

牛
島　

槇
一
さ
ま
（
59
・
ク
ダッ
チ
）
4
／
12

遠
山　

ふ
じ
さ
ま
（
77
・
元　

町
）
4
／
14

　

林　

敏
郎
さ
ま
（
95
・
波
浮
港
）
4
／
25

佐
内　

才
仔
さ
ま
（
60
・
泉　

津
）
4
／
25

　

田　

福
次
さ
ま
（
82
・
野　

増
）
5
／
2

柳
瀬
ぬ
い
子
さ
ま
（
86
・
元　

町
）
5
／
5

テ

ー

マ　
「
三
原
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
＆

　
　
　
　
　

温
泉
に
入
ろ
う
」

内　
　

容　

裏
砂
漠
〜
山
頂
口
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　
　
　
　
　

と
温
泉
露
天
風
呂
入
浴

日　
　

程　

7
月
9
日（
土
）
〜

　
　
　
　
　

7
月
10
日（
日
）（
１
泊
２
日
）

集
合
場
所
及
び
時
間

当
日
の
入
港
地
に
6
時
集
合
、
セ
ン
ト
ラ

ル
ロ
ッ
ジ
バ
ス
出
迎
え
（
直
接
ロ
ッ
ジ
に

6
時
30
分
集
合
で
も
可
《
要
予
約
》
）

定　
　

員　

20
名

　
　
　

（
抽
選
、
最
低
実
施
定
員
は
10
名
）

対　
　

象　

小
学
生
以
上
（
保
護
者
同
伴
）

費　
　

用　

8
千
円
（
１
泊
４
食
付
き
）

申
込
期
限　

6
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
6
月
15
日
（
水
）
ま
で

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

海
の
ふ
る
さ
と
村
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ッ
ジ

　
　
　
　

☎
０
４
９
９
２
（
４
）
１
１
３
７

﹇
講
座
名
﹈
体
験
ダ
イ
ビ
ン
グ

﹇
会　

場
﹈

　

大
島
南
高
校
（
教
室
、
プ
ー
ル
）
、
海

（
ト
ウ
シ
キ
・
波
浮
港
等
）

﹇
講
習
期
間
﹈

　

7
月
29
日
（
金
）
〜
7
月
31
日
（
日
）

　

前
１
日
間
‥
午
後
5
時
か
ら

　
　

夜
8
時
ま
で
（
夕　

10
分
程
度
休
憩
）

　

後
２
日
間
‥
午
前
9
時
か
ら

　
　

午
後
4
時
ま
で
（
昼　

１
時
間
休
憩
）

﹇
定　

員
﹈
12
名
（
地
域
枠
４
名
）

﹇
対
象
者
﹈
以
下
3
つ
の
条
件
を
満
た
す
方

①
20
歳
以
上
55
歳
以
下
の
方
で
泳
法
は
問
わ

な
い
が
連
続
100
メ
ー
ト
ル
以
上
泳
ぐ
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。
（
講
習
中
に
確
認
を
行

な
い
ま
す
）

②
心
臓
そ
の
他
内
臓
疾
患
が
な
く
、
副
鼻
腔

炎
や
耳
鼻
咽
喉
に
関
す
る
疾
病
が
な
い
方

（
受
講
決
定
者
に
は
後
日
診
断
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

③
全
日
程
参
加
可
能
な
方

﹇
申
込
み
方
法
﹈

　

往
復
葉
書
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送
す
る
か
、

大
島
南
高
校
事
務
室
窓
口
で
直
接
申
込
用

紙
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

﹇
申
込
み
締
切
﹈
6
月
15
日
（
水
）
必
着

﹇
そ
の
他
﹈

Ｃ
カ
ー
ド
取
得
を
目
的
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

損
害
保
険
料
と
し
て
５
０
０
円
必
要
と
な

り
ま
す
。
交
通
・
宿
泊
費
は
各
自
で
御
負

担
願
い
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　

〒
１
０
０
‐
０
２
１
１

　
　
　

大
島
町
差
木
地
字
下
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
島
南
高
校

　
　
　
　

☎
０
４
９
９
２
（
４
）
０
３
８
５

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
９
９
２
（
４
）
１
７
６
４

◎
囲
碁
大
会

﹇
日
時
﹈
6
月
5
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

　
　

Ａ
級
の
部
・
Ｂ
級
の
部
に
分
か
れ

　
　

一
人
5
局
で
の
リ
ー
グ
戦

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
　
　

勤
労
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
４
）
０
５
０
１

大
島
勤
労
福
祉
会
館
の
行
事
予
定

１
．
日　

時　

6
月
22
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
3
時

２
．
場　

所　

　

大
島
高
校
各
教
室
、体
育
館
及
び
農
場

３
．
時
間
割

　
　

当
日
、
受
付
で
ご
案
内
し
ま
す
。

４
．
問
い
合
わ
せ

　

大
島
高
校　

☎
（
２
）
１
４
３
１

　

担
当　

主
幹
･
教
務
主
任　

加
藤　

隆

☆
み
な
さ
ん
、
大
島
高
校
の
授
業
風
景
や

生
徒
た
ち
の
学
習
活
動
の
様
子
を
ぜ
ひ

御
覧
く
だ
さ
い
。

大
島
高
校

授
業
公
開
の
お
知
ら
せ

﹇
内 
容
﹈
つ
り
鉢
づ
く
り
と
さ
し
木

﹇
日 
時
﹈
6
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分

﹇
場 

所
﹈
椿
公
園
（
元
町
）

﹇
費 

用
﹈
教
材
費
5
0
0
円

﹇
主 

催
﹈
伊
豆
大
島
花
の
会

﹇
練
習
日
﹈
6
月
8
日（
水
）・
6
月
15
日（
水
）

﹇
時　

間
﹈
午
後
7
時
30
分
〜
午
後
9
時

﹇
場　

所
﹈
第
一
中
学
校　

音
楽
室

﹇
曲　

名
﹈
雨
情
幻
想

﹇
連
絡
先
﹈
☎
（
2
）3
5
9
3
（
寺
田
洋
子
）

　
　
　
　
　
　

ど
な
た
で
も
ご
参
加
下
さ
い
。

大
島
南
高
校

ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
公
開
講
座

大
島
南
高
校

ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
公
開
講
座

大
島
南
高
校

ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
公
開
講
座
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June（水無月）6月6月
 Sunday  Monday  Tuesday  Wednesday  Thursday  Friday  Saturday

予防接種日（全予約制）
〈医療センター〉

大島南高校
図書館開放日
（土のみ2時～4時）

ご
み
収
集

普通ごみ
金属類

元-元町、北-元町字仲野馬の背以北及び北の山
岡-岡田、泉-泉津、野-野増、間-間伏、
差-差木地、ク-クダッチ、波-波浮港、沖の根

注：差木地沖の根地区の方は、波浮港地区の収集日に収集しています。

【
カ
レ
ン
ダ
ー
の
中
の
略
称
】
●
開
発
セ
ン
タ
ー
…
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー　

●
岡
田
セ
ン
タ
ー
…
岡
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー　

●
ほ
っ
と
セ
ン
タ
ー
…
ほ
っ
と
セ
ン
タ
ー
波
浮

●
ク
ダ
ッ
チ
福
祉
館
…
ク
ダ
ッ
チ
老
人
福
祉
館　

●
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
…
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー　

●
波
浮
福
祉
館
…
波
浮
港
老
人
福
祉
館

●
医
療
セ
ン
タ
ー
…
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー

ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

＊
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
5
月
20
日
現
在
の
も
の
で
す
。
そ
の
後
の
日
程
変
更
等
に
つ
い
て
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

元 　 町
北 の 山
岡 　 田
泉 　 津
野 　 増
差 木 地
波 浮 港

計
昨 年

1,486世帯
757　〃　
453　〃　
238　〃　
336　〃　

1,207　〃　
340　〃　

4,817世帯
4,841世帯

2,839人
1,422〃
949〃
457〃
620〃

2,144〃
637〃

9,068人
9,202人

　

（
１７
・
5
・
１
）　
　
　

大
島
町
の
世
帯
と
人
口

元3.4・岡・泉
差

元3.4・岡・泉
差

元1.2・北・野
ク・間
差・ク・間・波

ク・間

ク・間

元3.4・岡・泉
ク・波

元1.2・北・野
ク・間
岡・泉・野

元1.2・北・野
ク・間

元1.2・北・野
ク・間

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

ク・間

ク・間

波

波

元3.4・岡・泉
差

元3.4・岡・泉
波

波

波

波

ク・間

元3.4・岡・泉
ク・波

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
元1.2.3.4・北

元1.2・北・野・差・間
元1.2.3.4・北

元1.2・北・野・差

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差

元3.4・岡・泉
差

元3.4・岡・泉
差

元3.4・岡・泉
ク・波

元1.2・北・野
ク・間
岡・泉・野

元1.2・北・野
差・間
差・ク・間・波

元1.2・北・野
差・間

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）

発泡スチロール・ペットボトル
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）

発泡スチロール・ペットボトル
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）

発泡スチロール・ペットボトル
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）

発泡スチロール・ペットボトル
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）

発泡スチロール・ペットボトル
（各地区回収箱）

法律相談
6・9カ月児健診
（医療センター）

大島町体育祭
バレーボール大会
（婦人の部）大島高校

献血
（クダッチ福祉館）
6・9カ月児健診
（医療センター）
山開き

献血（開発センター）
健康相談〈予約制〉
（けんこうセンター）

健康相談〈予約制〉
（けんこうセンター）
6・9カ月児健診
（医療センター）

健康相談〈予約制〉
（けんこうセンター）

大島町体育祭
ゲートボール大会
（伊豆大島GB場）

6・9カ月児健診
（医療センター）

6・9カ月児健診
（医療センター）
母親学級第2日目
（けんこうセンター）

3歳児健診
（けんこうセンター）
午後

健康相談〈予約制〉
（けんこうセンター）

トライアスロン大会

6・9カ月児健診
（医療センター）
行政相談

町都民税第1期
国保税第1期
納付期限
水道料金納付期限

母親学級第1日目
（けんこうセンター）

大島町農業委員会 東京都議会議員選挙
期日前投票開始

東京都議会議員選挙
投票日
第13回大島町消防
操法大会

3～4カ月児・産婦健診
（けんこうセンター）

BCG予防接種
（けんこうセンター）

御神火温泉休館日 御神火温泉休館日


